
意見募集結果について 
 

１ 募集期間  令和５年 11月 20日（月）から 12月３日（日）まで 

２ 閲覧方法 

(1) 市ホームページに掲載（本編・概要版） 

(2) 市施設等に配架（本編・概要版） 

本庁舎、教育プラザ、各支所及び日立駅前出張所、各図書館、各交流センター、 

茨城県県北生涯学習センター、池の川さくらアリーナ 

３ 提出方法 

(1) Ｗｅｂフォーム 

(2)Ｅメール、郵送、ＦＡＸ、閲覧場所にある回収ボックスに投函 

４ 件数 

種 別 Ｗｅｂフォーム 回収ボックス Ｅメール 郵 送 合 計 

件数（人数） 34件（19人） 47件（32人） 12件（4人） ― 93件（55人） 

５ 内容 （学校教育№１～56、生涯学習№57～71、スポーツ№72～93） 

№ 意見の概要 回 答 

1  現在の計画の成果や課題の要点を記載

してはどうか。 

 現計画の現状や成果については、P７～９に記

載しております。 

 また、現状や課題については、施策の６つの柱

ごとに現状と課題を記載しております。 

2  社会状況・経済状況に応じた取組を追

加していただけたらと感じた。 

 本計画の策定に当たっては、教育を取り巻く社

会情勢等に応じて、「ひたちらしさ」、「デジタ

ル化」、「誰一人取り残さない教育（ＳＤＧｓの

方向性との合致）」、「支え合い」の４つの視点

を持って策定してまいります。 

3  P12 視点１ のひたちらしさについ

て、「ひたちらしさ」という言葉で第一

に思いつくのは、豊かな自然である。子

どもたちの情操教育のためにも、是非と

もこの豊かな自然をいかした取組に期待

したい。 

 総合的な学習の時間などで、地域の自然に触れ

ること、環境について学ぶことで、子どもたちの

情操教育に役立ててまいります。 



№ 意見の概要 回 答 

4  色々な施策が計画されているのはよい

が、総花的に見え、何が日立市の教育の

特色なのか、何に力を入れるのかが、伝

わってこない。 

 本計画の策定に当たっては、教育を取り巻く社

会情勢等を踏まえ「ひたちらしさ」、「デジタル

化」、「誰一人取り残さない教育（ＳＤＧｓの方

向性との合致）」、「支え合い」の４つの視点を

持って策定してまいります。 

5  P12～15 計画の視点について、記載

されている内容がこれまでやってきたこ

との強化なのか、新たな対応なのかが分

かるとよい。 

 構成編集の調整により、当該頁の記載内容を修

正します。 

6  P14の視点３ 「誰一人取り残さない

教育」はとてもよい。性別、貧富の差、

国籍に関わらず、平等な教育を期待した

い。 

 頂いた御意見を踏まえながら、教育施策を推進

してまいります。 

7  P14 視点３の誰一人取り残さない教

育として、大人が子どもたちを支援する

施策が記載されているが、子どもたちの

将来を見据えて、悩みや不安があるとき

に誰かと相談して解決できるようなコミ

ュニケーション能力を育てることも必要

だと思う。 

 悩みや不安があるときに誰かと相談して解決で

きるようなコミュニケーション能力を育てるた

め、「道徳教育の推進（P34）」により、児童生

徒が自己の生き方を考え、主体的な判断の下に行

動し、自立した人間として他者と共によりよく生

きるために、「考え、議論する道徳」に取り組ん

でまいります。 

8  P17 施策の体系でこれからの取組の

全体像が見えるが、どうなればゴールに

なるのかが分かった方がよいのではない

か。 

 施策の体系の主な取組１～69ごとに、今後の施

策の進め方を示すための「方向性」を示してお

り、今後５年間は、この方向性を踏まえて各取組

を推進していきます。 

9  P23の目標指標が、（授業の内容がよ

くわかる割合という）子ども達の自己評

価になっている。子ども達に確かな学力

が身についているのか正確に把握するた

め、知能検査や県学力診断テストの結果

を目標指標とすべきと考える。 

 テストの点数を指標にした場合、その年のテス

トの難易度に影響を受け、年度間で子どもたちの

学力が向上したと言えるのか判断が難しいため、

子どもたちの授業の理解度を指標とすることが適

切と考えました。 



№ 意見の概要 回 答 

10  素案の施策を進めるには優秀な人材が

必要である。 

 日立市独自採用の優秀な教員（専門性

をもつ幅広い人材）を確保したり、教員

向けの特色ある研修体制を提示すること

で、保護者の期待と安心感も高まり、

「教育は日立市で」をアピールできると

考える。 

 「教職員研修の充実（P25）」などによる職層

や経験に応じた研修の実施のほか、「ＮＩＥの推

進(P25)」、「ＩＣＴ活用教育の推進（P57）」な

どで実施されている本市の特色ある研修の充実を

図ります。 

 また、日立市独自に教員を採用することについ

ては、他自治体の事例を調査し、検討を進めてま

いります。 

11  「教職員研修の充実（P25）」につい

て、ひたちらしさやデジタル化にどうつ

ながるのか具体的に示してはいかがか。 

 御意見の趣旨を踏まえ、「ひたちらしさ」「デ

ジタル化」とのつながりについて追記します。 

12  「総合的な学習の時間の実践支援

（P29）」について、環境問題について

の学習をより全面に出してはいかがか。

環境問題は、世界的な気候変動で重要性

が増しているだけではなく、環境教育関

連の事業は、様々な補助金があり、県内

全域に渡って無償で派遣可能な専門家が

いるため、学校と行政が協力して事業を

進めることに適していると思う。 

「総合的な学習の時間の実践支援（P29）」では、本

市の歴史、文化などのほか、環境問題についても

子どもたちが学ぶ機会となっております。 

 また、環境問題に限らず、様々なテーマを学習

する際に、子どもたちがより関心を持って取り組

めるように、地域の専門的な知識を持った方から

話を聞く取組を検討します。 

13   「郷土教育の推進」について、郷土

を感じられる施設を訪れて、郷土愛を育

むのも大切だと思うが、日立市の豊かな

自然を通じて郷土愛を育む取組があって

もよいのかと思う。 

 本市の特色ある施設や豊かな自然を通じて郷土

愛を育むため、「郷土教育の推進(P38)」や「総

合的な学習の時間の実践支援（P29）」に引き続

き取り組みます。 

14  「子ども読書活動の推進（P31）」に

ついて、子どもが学校や家庭で本を読ん

で、授業が始まる前に５分程度毎日輪番

制で感想を述べるなどに取り組んではど

うか。知識の定着が図られると思う。 

 頂いた御意見を踏まえながら、子どもたちが読

書で得た知識をどのようにして定着させていく

か、研究・検討してまいります。 



№ 意見の概要 回 答 

15  多様化する社会で生き抜くためには、

「健やかな心」の育みも不可欠ではない

か。  

学校の教育活動を通して健やかな心の育成に努

めてまいります。具体的には、「未来パスポート

の活用（P34）」、「道徳教育の推進（P34）」な

どの取組により、子どもたちの自己肯定感・自己

有用感の醸成と、児童生徒が自己の生き方を考

え、主体的な判断の下に行動し、自立した人間と

して他者と共によりよく生きる力の育みに努めて

まいります。 

16  「職業探検少年団への支援（P35）」

について、日立市はキャリア教育の一環

として様々な職業の少年団を対象として

おり素晴らしい。「ものづくりのまち日

立」の火はまだ消えていないと思うの

で、学校教育期に日立の「ものづくり」

の魅力にも気が付ける機会があってもよ

いのではないか。 

 職業探検少年団の中には、「ひたちものづくり

探検少年団」があり、身近な「ものづくり」の職

業体験活動を行っています。引き続き、活動の中

で「ものづくり」の魅力に気が付けるような機会

の提供に努めます。 

 また、郷土博物館等の施設見学を通して、児童

の郷土への関心を高めるなど、郷土学習の推進に

努めます。 

17  「郷土教育の推進」について、日鉱記

念館、オリジンパークなどの日立市の産

業遺産などを活用した教育は、日立市に

おいては、必須と考える。近代日立市が

立ち上がり、歩んだ歴史のなかで、煙害

を克服するための桜を活用した取組、大

煙突の建設、巨大メーカーの起業などの

歴史への学びは郷土愛の育みにつながる

と考えられる。 

 「郷土教育の推進（P38）」に引き続き取り組

み、鉱工業を中心に発展してきた本市の歩みや、

戦災とその復興を中心とする歴史に対する子ども

たちの理解を深め、郷土を誇りに思う気持ちを育

ててまいります。 

18  日立で学んだ子どもたちが、大人にな

って日立市にどう貢献してもらいたいの

か。そのような視点も必要だと思う。 

 本計画においては、「ひたちらしさ」など４つ

の視点を設けたことが特徴となっておりますが、

郷土への貢献という点につきましては、施策の方

向性「郷土を愛し、広く社会に貢献する子どもの

育成（P38～40）」などでの取組を通して、様々

な場所で活躍していくための素地を育んでまいり

ます。  



№ 意見の概要 回 答 

19  年々増加している配慮を要する児童生

徒の離席・授業離脱等に対応し、その子

どもと他の子どもたちの学びの保障のた

めにも「生活指導員」の人材の確保・配

置を是非お願いしたい。 

 子ども一人一人の状況に応じた支援を図るた

め、生活指導員の増員に取り組み、安心して授業

を受けられるように、子どもたちの学びの保障に

努めます。 

20  「生活指導員によるきめ細やかな支援

（73 人→80 人に増員)」について、生

活指導員を増やすのではなく、近隣の市

町村のように市費職員として「教諭」を

採用して、児童生徒の支援に力を注いだ

方がいい。 

 特別な支援を必要とする児童生徒に対して、学

校生活の支援を行うため、「生活指導員によるき

め細やかな支援（P46）」により、児童生徒一人

一人の状況に応じた支援を図ってまいります。 

 また、市職員として「教諭」を採用することに

ついては、他自治体の事例を調査し、検討を進め

てまいります。 

21  P46 №29、P52  №35について、一度

面談した時に、メールで長期的なサポー

トをやり取りできるようなシステムはあ

るのか。気軽に相談できる体制が整って

いると、いざという時にとても役立つの

ではないかと思う。 

 一度面談した後にも、繰り返し気軽に面談でき

る相談体制が整うよう努めてまいります。 

 また、メール等オンラインによる相談システム

については、研究・検討してまいります。 

22  「いじめ防止への取組（P49）」につ

いて、相談だけではなく、原因究明や調

査についても外部の第三者に委託できる

ようにする等、関わる教職員の負担を更

に軽減する方向性があってもよいと思

う。 

 日立市いじめ調査委員会や日立市いじめ問題対

策連絡協議会で原因究明や調査しながら、いじめ

防止対策に取り組むことで、児童生徒や教職員が

安心して学校で過ごせるように努めます。 

 また、第三者機関への委託については、研究し

てまいります。 

23  「いじめ防止への取組（P49）」につ

いて、いじめが顕在化した後の取組しか

ないように思えるので、発生防止の取組

を行っているのであれば、その取組も記

載したほうがよいのではないか。  

 御意見の趣旨を踏まえ、いじめの未然防止・早

期解決を図るための取組内容を追記します。 



№ 意見の概要 回 答 

24 「いじめ防止への取組」について、で

きるだけイジメを無くして、子どもたち

が楽しく学校生活が送れる取組をお願い

したい。 

 御意見の趣旨を踏まえ、いじめの未然防止・早

期解決を図るための取組内容を追記するととも

に、「いじめ防止対策への取組（P49）」や「学

校満足度調査の活用による安定した学級づくり

（P50）」に引き続き取り組みます。 

25  P49 施策の方向性３「いじめと不登

校対策の推進」について、社会的な問題

及び教職員の負担が増えている問題の一

つとして、市民がきちんと認識するため

に、いじめと不登校の件数を掲載すべき

である。さらに、その件数を減らすこと

を目標指標として掲載すべきと考える。 

国・県が公表している「児童生徒の問題行動・

不登校等指導上の諸課題に関する調査」を参考に

していただきたく存じます。 

26  P49 施策の方向性３ 「いじめ・不

登校対策の推進」について、不登校の子

どもが居られる場所をつくってほしい。

また、不登校にならず、安全・安心を感

じられ、行きたくなる学校づくりをして

ほしい。先生の職場でなく、子どもたち

のための学校にしてほしい。全ての子ど

もたちが教育を受けられる場をつくって

いただきたい。 

 いじめの未然防止・早期解決を図るため、「い

じめ防止への取組（P49）」や「学校満足度調査

の活用による安定した学級づくり（P50）」に引

き続き取り組みます。 

 また、「悩みや不安がある子どもの教育相談・

社会的自立支援（P51）」の不登校の子どもをサ

ポートする適応指導教室「ちゃれんじくらぶ」な

どにより、悩みや不安がある子どもの支援をし、

「誰一人取り残さない教育」に努めます。 

27  P52 教職員の業務改善についてこの素

案に記載の事業が、多かれ少なかれ教職

員の業務増につながっていく。業務改善

を本気で考えるならば、69ある主な取組

を 50以下に減らした方がよい。 

 本計画には、児童生徒や教職員を支援するため

の取組を掲載しておりますが、頂いた御意見を踏

まえ、本計画の取組が教職員の業務増とならない

よう努めます。 

 また、御意見の趣旨を踏まえ、目的を達成した

取組の終了や取組の統合など、今後推進していく

中で整理してまいります。 

28  「悩みや不安がある子どもの教育相

談・社会的自立支援（P51）」の中で、

「不登校・発達障害の早期解決」という

部分が気になる。本人たちが困っていな

ければ放置してもよいのではないか。 

 児童生徒、保護者、教職員が、不登校や発達障

害に係る様々な不安を抱えていたり、個人を取り

巻く事情も個別に異なったりしています。ケース

に応じたきめ細やかな相談活動に努めます。 



№ 意見の概要 回 答 

29  今は教員の成り手が不足していると聞

いている。働き方改革を推進して、教員

が働きやすい環境を提供していただきた

い。 

「教職員の業務改善（P52）」や「部活動の段

階的な地域移行（P52）」により、教員が働きや

すい環境の整備に努めます。 

30  P52 「部活動の段階的な地域移行」

は、よい先行例をもとに、進めていただ

きたい。 

 現状、教職員が受け皿探しをしてお

り、働き方改革につながっていないと感

じる。 

 将来にわたりスポーツ等に継続して親しむこと

ができる機会を確保し、また、教職員が子どもた

ちに向き合う時間を確保するため、「部活動の段

階的な地域移行（P52）」に引き続き取り組みま

す。 

 また、部活動の地域移行の過程で、教職員の負

担が増えることのないよう努めます。 

31  教員の負担軽減のため、業務をより細

分化（授業のみにする、生徒指導等の問

題は外部機関に任せる等）したり、学校

に関わる人（教員やカウンセラー、スク

ールロイヤー等の専門家）を増やし、教

員の負担を分散させていただきたい。 

 そのようにすることで、教員が余裕を

もって自分を大切にすることができ、そ

こから溢れるエネルギーで子ども達や地

域に還元できるようになると感じてい

る。 

 教職員の負担軽減のため、「教職員の業務改善

（P52）」や「学校事務員等の配置による教育環

境の充実（P53）」などにより、業務内容の見直

しや授業以外の業務のサポートに取り組みます。 

32  №36、38、39部活動サポート、指導員

について、ブロックにより偏りがあるよ

うに思えるので、各ブロック、各部活に

おいての指導員配置の現状が分かるペー

ジを設けてもいいのではないか。 

 「部活動の段階的な地域移行（P52）」について

は、日立市を３ブロック（北部ブロック・中部ブ

ロック・南部ブロック）に分け、１ブロックごと

に１種目当たり１団体を目安に部活動の地域移行

を推進していくこととしています。 

 現状は、一部地域で地域のスポーツクラブに休

日の部活動を担っていただく実証的事業を実施し

ています。 

 各ブロックでどのような部活動を地域に移行し

ているのかの現状については、市ホームページに

掲載することを検討してまいります。 



№ 意見の概要 回 答 

33  P52 №36部活動の段階的な地域移行

について、本市の具体的な移行内容を明

確にし、地域における人材バンクの設置

を市報やポスターで伝えることが必要で

はないか。 

 「部活動の段階的な地域移行（P52）」について

は、日立市を３ブロック（北部ブロック・中部ブ

ロック・南部ブロック）に分け、１ブロックごと

に１種目当たり１団体を目安に部活動の地域移行

を推進していくこととしています。現状は、一部

地域で地域のスポーツクラブに休日の部活動を担

っていただく実証的事業を実施しています。 

また、休日の部活動の地域移行のスケジュール

や、「茨城県地域クラブ活動人材バンク」の情報

を本市ホームページに掲載することを検討してま

いります。 

34  日立市には多くの専門家が住んでいる

ので、もっと企業の協力を得て、ものづ

くりの楽しさや会社経営についての話

（職場体験の前に）など、人材を活用す

ることができるとよいと思う。 

 職場体験の取組については、「中学生の職場体

験活動の推進（P56）」で実施しています。 

 また、職場体験の前に企業の方から話を聞く機

会を設けることについて、検討してまいります。 

35  デジタル教育の指導について、十分な

訓練を受けていない教員が子どもたちに

十分な教育をすることは難しいと思うの

で、デジタルリテラシーを高める必要が

あるのではないか。 

 「ＩＣＴ活用教育の推進（P57）」、「ＩＣＴ

支援員の配置による指導力の向上（P58）」によ

り、教職員のＩＣＴスキルの向上を図ってまいり

ます。 

 また、ネット社会において、情報を自分の目的

に適合できるように使用するために、情報収集力

や情報活用能力などのデジタルリテラシーの向上

に努めます。 

36  「模擬留学による語学研修」、「ＩＣ

Ｔ活用教育の推進」について、子どもの

うちから継続的に社会に出て役立つ語学

やデジタルの研修を充実させることで、

将来必ず役に立つと思う。 

 国際社会やデジタル社会で生きていくための素

地を育むため、「模擬留学による語学研修

（P59）」、「ＩＣＴ活用教育の推進（P57）」な

どに引き続き取り組みます。 



№ 意見の概要 回 答 

37  P13 デジタル化について、デジタル

教科書の活用の推進は、時代に合った手

法だと思うので、どんどん進めていただ

きたい。 

「デジタル教科書活用の推進（P58）」により、

デジタル教科書と親和性の高い電子黒板と合わせ

て活用することで、効果的で魅力ある授業づくり

を推進してまいります。 

 また、当面は、デジタル教科書と紙の教科書と

併用し、デジタル教科書の効果の検証を段階的に

行ってまいります。 

38  「国際理解教育の推進（P59）」につ

いて、この取組は、比較的、英語の成績

が優秀な子どもたちを対象としていると

思うが、優秀でない子どもたちのための

ボトムアップの取組もあってよいのでは

ないか。 

 「外国語指導助手活用による英語力の育成

（P59）」により、児童生徒が外国語指導助手

（ＡＬＴ）との生きた英語でのやり取りを経験す

ることで、英語でのコミュニケーション能力の向

上や国際教育の充実を図ってまいります。 

 また、「豊かな体験の支援（P36）」のひたち

っ子わくわくイングリッシュ（英語体験活動）の

参加機会の拡大により、より多くの子どもが英語

体験に参加できるように努めます。 

39  子どもたちにとって、学校が安心して

安全に過ごせる場所であることを最優先

に考え、学習環境の整備が図られること

を期待したい。 

 子どもたちが安心・安全に学校生活を過ごせる

ことを最優先に考え、学習環境の整備に当たって

は、「学校施設の整備（P67）」に引き続き取り

組みます。 

40  １人１台タブレット端末の整備、全普

通教室への電子黒板の整備など、教育の

デジタル化推進に関する日立市の対応は

大きく評価できる。さらに、特別教室へ

の電子黒板の整備が進められると、より

充実した教育が実現できると考える。 

 児童生徒がより分かりやすく、参加意識が高ま

る授業づくりを行えるように、「情報教育環境の

整備（P65）」により、特別教室等への電子黒板

の整備について、検討を進めてまいります。 



№ 意見の概要 回 答 

41  令和 10年頃までに学校の統廃合等の

再編が行われるが、それらを考慮した施

策も必要ではないかと思います。 

 「学校再編の推進（P66）」により学校再編を

進めていくとともに、「学校施設の整備

（P67）」により、学校施設の長寿命化改修など

を計画的に進めてまいります。 

 日立市立学校適正配置基本方針（平成 30年３

月策定）では、通学時の安全確保や子どもたちの

不安解消など、学校の再編に当たって配慮が必要

と思われる事項について挙げています。 

 学校再編は、市民生活の様々な面に影響が及ぶ

ことから、市の関係課所と連絡調整を図り、地域

の皆様の意見を聴きながら、学校再編を考慮した

施策について、研究・検討してまいります。 

42  コミュニティスクールや地域学校協働

活動など、地域と学校の連携を推進する

一方で、学校再編（統廃合）が進めら

れ、地域から学校がなくなってしまうと

ころもある。学区が広くなれば、それだ

け学校と地域の距離が今までよりも遠く

なってしまうので、2つの施策にやや矛

盾があるのではないか。 

 学校再編の推進による学校の統廃合が進み、学

区が広くなるため、「学校運営協議会制度（コミ

ュニティスクール）の推進（P69）」と「地域学

校協働活動の推進（P69）」により、学校と保護

者と地域のさらなる信頼関係の構築に努めます。 

43  P72のランドセルの贈呈は、日立市と

して誇れる取組であるため、長く継続で

きるように願っている。 

 「ランドセル及びスクールカバン贈呈

（P72）」に引き続き取り組み、まち全体で子ど

もたちの入学をお祝いするとともに、保護者負担

の軽減を図ってまいります。 



№ 意見の概要 回 答 

44  給食の無償化について、財源はこの先

ずっと大丈夫なのか。 

 給食の質が落ちないように、しっかり

と管理してほしい。子どもが中学生のこ

ろ、日立市近隣市町村出身の友達が、口

をそろえて「日立市の給食はおいしくな

い」と話していて、とても悲しいし、く

やしいと話していたことを思い出した。

子どもたちにはおいしい給食を食べても

らいたい。 

 保護者の負担軽減を図り、次代を担う子どもた

ちの健全な成長を支えるため、「学校給食の充実

（学校給食の無償化）（P72）」により、引き続

き給食を無償で提供できるよう、国・県の動向等

を注視し、財源の確保に努めながら、取り組んで

まいります。 

 また、本市の給食はおいしいと子どもたちに思

ってもらえるよう、「学校給食の充実（学校給食

の充実）（P41）」により、栄養バランスを考慮

した特色のある献立や魅力のある給食づくりに努

めてまいります。 

45  「地域子ども食堂の運営支援

（P76）」について、これは、教育では

なく福祉の分野が担うべき事業だと考え

る。 

 「地域子ども食堂の運営支援（P76）」につい

ては、福祉分野の福祉総務課が担当する取組です

が、放課後の子どもの居場所の確保や学校外での

子どもの生活を支援するための教育と福祉の連携

という考えから、本計画に掲載しました。 

46  P76「地域子ども食堂の運営支援」に

ついて、子ども食堂は、生活困窮家庭の

子どもたちが利用する食堂として発足し

たと思うが、貧困家庭がどれくらいある

のか把握しているのか。 

 また、それによってどれくらいの子ど

も食堂が必要なのか。子ども食堂運営者

に市から貧困者のデータを提供できると

データに基づいて弁当を配ることができ

るなどメリットがあると思う。 

 地域子ども食堂は、地域住民が自ら作った温か

い食事を提供することで、子どもの居場所づくり

と地域による子どもの見守り体制を構築すること

を目的としており、生活困窮世帯の子どもに加

え、地域の大人や高齢者まで幅広い世代の利用も

可能としています。 

 なお、生活困窮世帯の子どもの把握について

は、運営団体等との協議を踏まえ検討し、支援体

制の充実を図ってまいります。 



№ 意見の概要 回 答 

47  P76「放課後児童対策の推進」につい

て、共働きの家庭が増え、児童クラブが

過密になり、子どもたちがのびのびと過

ごすことが難しくなっているように思

う。支援者が少なく、安全面に気を遣う

だけで精一杯になっているようなので、

私設の児童クラブも含め、安心して過ご

せる場所を増やすことと、放課後の時間

をもっと有効に使えるようにした方がよ

いと思う。 

 子どもたちが安心して過ごせる放課後の居場所

づくりのため、「放課後児童対策の推進

（P76）」により、放課後児童クラブの環境整備

を図ってまいります。 

 また、放課後児童支援員が子どもたちと十分に

向き合える時間が作れるよう努めてまいります。 

48  P78「大学・専門学校等への進学支

援」について、子どもが大学生になり、

小中高より一番お金がかかることを知っ

た。今の時代、大学や専門学校への進学

を希望する子どもがほとんどだと思うの

で、授業料の補助金があると助かる。 

 授業料の補助については、日本学生支援機構の

高等教育就学支援新制度により、対象となる住民

税非課税世帯等であれば、授業料の減免と給付型

の奨学金を受けることができます。 

 また、本市では、「大学・専門学校等への進学

支援（P78）」により、日本学生支援機構一種奨

学金、茨城県奨学資金、日立市奨学金のいずれか

を利用して大学・専門学校等を卒業した後に日立

市に居住する等の条件を満たせば、奨学金の返還

金を補助する事業を行っています。 

49  日立市の公害の歴史を小学生の頃に学

んだことは、環境に対する意識向上につ

ながった。当時の公害対策（大煙突）の

ほか、最新の公害対策も教えてはどう

か。 

 頂いた御意見を踏まえながら、日立市の公害対

策の歴史だけでなく、最新の公害対策を教えるこ

とについても検討し、児童生徒の環境意識の向上

を図ります。 

50  各項目とも、児童が大人になったとき

の姿をイメージして、そこに必要な力は

何かが明示してあったのでとても分かり

やすかった。 

 本計画に記載している施策を推進し、子どもた

ちが「未来を拓く人材」となるための素地を育ん

でまいります。 



№ 意見の概要 回 答 

51  子どもがスポーツをするきっかけづく

りになるイベントの開催があるとよいと

思う。ひたちナビアプリなどに小学校が

配布しているイベントのお知らせなども

掲載していただけるとよいのではない

か。 

 市スポーツ協会が主催の市民参加型のスポーツ

イベントである「ぷら・スポフェスタ」などを引

き続き実施してまいります。 

 また、スポーツイベントの広報については、ひ

たちナビアプリの活用も含めて、幅広い情報発信

を検討していきます。 

52  スクールカウンセラーの予約をインタ

ーネットで予約ができると、学校が保護

者からの相談の有無がパソコン等からも

すぐ確認できるので、教員の負担も減る

と思う。また、相談日や場所は、その都

度保護者とスクールカウンセラーに確認

して決められるとよいと思う。 

スクールカウンセラーと学校、相談者との調整

が必要であるため、これまでどおり学校を通した

方法での予約をお願いしたいと考えます。 

53  目標指標として、現状値と目標値が示

されているが、100％にならないのは、

施策が十分ではないのではないか。 

 目標指標については、上位計画である「日立市

総合計画」の目標値や、現状値、コロナ禍前の数

値などを踏まえて設定しました。 

54  小中学校ともあいさつ運動を行ってい

るが、特に中学生の声が小さい。相手に

聞こえる大きさの声で言えるよう啓蒙し

てほしい。小学生の時は、もっと大きな

声で元気な声で、挨拶してくれていたよ

うに思う。 

 人と人とのつながりを深め、信頼関係を築くこ

とができるなどのあいさつの目的や効果を啓発す

ることで、子どもたちが元気にあいさつをすると

いう社会人として最も基本的なスキルの一つを身

に付けられるよう努めます。 

55  計画の素案に記載されている内容はも

っともなことばかりであり、ぜひ実行し

ていただきたい。 

 頂いた御意見を踏まえながら、教育施策を推進

してまいります。 

56 これまでの計画の成果をマトリックス

にすると計画の改善点が見えるのではな

いか。 

 計画の評価については、「教育に関する事務の

管理及び執行の状況の点検及び評価」を活用しな

がら、より効果的な施策を推進していきます。 

 また、評価手法にマトリックスを用いることに

ついては、今後、研究・検討を進めてまいりま

す。 



№ 意見の概要 回 答 

57 海外からの訪問者が増加傾向にあり、

又、高齢で地図を見ながら観光する訪問

者の多さを感じるため、無償で案内ガイ

ドを行うボランティアが増えるように、

国際交流ボランティアを養成する講座を

実施してほしい。 

本市では、国際交流ボランティアを養成する講

座として、外国人に日本語を教える「日本語ボラ

ンティア養成講座」や「通訳ボランティア養成講

座」を実施しております。頂きました御意見を踏

まえまして、今後も引き続き、これらの講座の充

実を図るなど、国際交流ボランティアの育成に努

めてまいります。 

58 日立の海や山の自然環境をいかした取

組は、とてもいいと思いました。それ

を、子どもたちが体験、経験して、自分

の興味のあるものが見つかり、将来につ

ながって、日立を支える大人になればう

れしいです。 

本市では、子どもたちの体験機会の充実を図る

ため、週末や夏休み等を活用し、水産業やものづ

くり等の職業を体験する職業探検少年団や、地学

教室、英語体験活動等を実施しております。 

頂いた御意見を踏まえながら、今後も、子ども

たちの様々な体験機会の充実を図り、生涯学習の

推進に努めてまいります。 

59 P２の「１策定の趣旨」に記載されて

いる「日立市教育振興基本計画」（計画

期間：2019年度～2023年度）の成果、

課題の要点が示されていないと、提案の

計画が妥当なのか評価できないのではな

いか。 

これまでの取組については、P９の「４本市に

おける取組の状況」に記載されております。 ま

た、その成果、課題については、年度ごとに評

価・分析を行っており、その内容を踏まえて、本

計画の策定を行っております。 

60 生涯学習を取り巻く現状とこれまでの

取組状況（P５～P12）について、これま

での計画と成果についての分析はこの程

度で良かったのでしょうか。マトリック

スにすると計画の改善点が見えるのでは

ないか。 

計画の推進状況は、年度ごとに、目標指標の達

成状況及び「教育に関する事務の管理及び執行の

状況の点検及び評価」により評価・分析を行って

おり、本計画におけるこれまでの取組状況につい

ては、それらを総括する内容としております。 

また、評価方法にマトリックスを用いることに

ついては、今後、研究・検討を進めてまいりま

す。 



№ 意見の概要 回 答 

61 P８（５）の「地域コミュニティの活

動と生涯学習の連携」について、地域の

活性化には、ボランティアの協力が欠か

せないため、ボランティアを有償化し

て、責任とやる気を与え、活性化を図る

ことが必要と考えます。 

ボランティア活動の有償化については、日立市

コミュニティ推進協議会と共に、有償化すること

のメリット・デメリットや、有償化する場合の仕

組みを含めた検討をしています。 

現在は、ボランティア活動への謝礼をポイント

で付与する仕組みの活用を検討しているところで

あり、今後も、活動者のやる気につながる取組を

進めてまいります。 

62 計画の基本的な考え方（P13～P18）に

ついては、実行すべきことを絞って集中

的な対応へ変更すべきではないか。 

本計画は、国が示す方向性や社会情勢等を踏ま

え、市民一人一人に合った生涯学習活動を進める

ため、「ライフステージ」、「誰一人取り残さな

い（ＳＤＧｓの方向性との合致）」、「デジタル

化」、「リカレント教育」の４つの視点を持って

策定してまいります。 

63 「視点１ライフステージ（P15）」に

ついて、「ライフステージの捉え方」

は、具体的にどのようなカテゴリーで分

類しているのか明確にしてほしい。 ま

た、「ライフステージの推進項目」は、

それぞれのステージでの項目を順に追っ

て明記したほうが分かりやすいと思うの

で整理してはいかがか。 

人生 100年時代を豊かに生きるため、本市の生

涯学習の推進においては、「誰もが、いつでも、

どこでも、学びたいことが学べるよう、学習機会

の充実を図る」こととしております。 ライフス

テージのカテゴリーについては、乳幼児期、青少

年期、成人期、高齢期の大まかな区分とし、年齢

にかかわらず、市民が主体的に学ぶ意欲を支援し

てまいります。 

64 視点２（P16）において、「誰一人取

り残さない（ＳＤＧｓとの方向性の合

致）」としているが、高齢者に対する提

案は、「認知症サポーターの養成」しか

ないのか。もっと幅広い提案を出すべき

と考えます。 

構成編集の調整により、当該頁の記載内容を修

正します。 

65 「視点３デジタル化（P17）」につい

ては、学習の成果を図るために資格、試

験を受ける場合もあると思うので、ＣＢ

Ｔセンターの誘致を進めてほしい。 

 ※ＣＢＴとは、「Computer Based 

Testing」の略で、試験会場へ出向き、

試験会場のコンピューターを使って受験

すること。 

市民が生涯を通じて、いきいきと学び続け、自

分らしく活躍できるよう、学習の成果を図る機会

など、生涯学習環境の整備に努めます。 



№ 意見の概要 回 答 

66 P20の「施策の体系の取組」について

は、合格ラインを明示したほうが進捗の

判断がしやすくなるのではないか。 

施策の柱ごとに設けた目標指標により、計画の

進捗を図ることといたします。 

67 「推進テーマ（P21）」の「笑涯」と

いうキーワードについて、日立市生涯学

習振興計画において、「生涯を通じて学

び続ける」ことを意味するのであれば、

本来の「生涯」とすべきではないか。 

「生涯を通じ、笑顔でいきいきと学び続ける」

ことを意図して「笑涯」としましたが、「笑涯

（しょうがい）」が造語であり、一般的に馴染み

のない言葉であることから、検討いたします。 

68 P38の「生活困窮世帯の子どもに対す

る学習支援」について、市内に何か所

程、設置の予定があるのでしょうか。 

また、通うための交通費等はどのよう

に考えているのか。 

生活困窮世帯に対する学習支援事業につきまし

ては、小学４年生から中学３年生までを対象に平

成 28年度に市内４か所（十王・日立・多賀・南

部地区）を開設し、令和２年度には日高地区を開

設したことにより、現在市内５か所で週１回実施

しています。さらに、中学校３年生を対象に７月

から翌年２月まで中学生講座を開設しています。 

また、送迎ができず公共交通機関を利用しない

と通塾できない児童生徒に対しましては、交通費

を全額助成しており、参加しやすい環境づくりに

努めてまいります。 

69 P39の「高齢者のデジタル端末活用支

援」について、参加者の交通手段等は考

慮されていると思いますが、近年、高齢

者の自動車事故が増えていると思うの

で、乗り合いタクシー等の利用は検討さ

れているのか。 

高齢者の外出を促し、閉じこもりの防止と介護

予防事業等への参加を促進するため、「高齢者お

でかけ支援事業」として、バスカードの割引販売

やタクシー乗車費の助成を行っております。 

今後も、高齢者が参加しやすいよう交流センタ

ーや元気カフェなどの身近な場所や、交通の便の

よいヒタチエなどで講座を開催し、多くの高齢者

にデジタル機器を活用していただけるよう努めて

まいります。 

70 P67の「ラジオ体操の普及」につい

て、ラジオ体操の普及から健康増進につ

なげていく方法として、「生活の中に身

近に工夫して取り入れている事例募集と

紹介」を行ってはいかがか。 

また、コンクール的なＰＲも、興味深

く、関心を持って取り組んでいただける

機会になるのではないかと思う。 

ラジオ体操の普及として、「日立市長杯ラジオ

体操コンクールの実施」や「ラジオ体操の取組に

対する啓発品の配布」などに取り組んでおりま

す。 

今後は、ラジオ体操の更なる普及として、正し

いラジオ体操を身に付ける機会の充実や、日常的

に取り組むきっかけづくりに努め、市民の健康増

進を図ってまいります。 



№ 意見の概要 回 答 

71 計画の素案に書いてあることは、もっ

ともなことばかりで、ぜひ実行していた

だきたいと思います。 計画が実現さ

れ、すばらしい日立市になることを願っ

ています。 

頂いた御意見を踏まえながら、生涯学習に関す

る施策を推進してまいります。 

72 現在の計画は、ある程度健常者に対し

ての行動、計画が多いように感じます。

長野市では 60歳以上を対象としたダン

スイベントがありました。「心身の機能

が衰え介護が必要になる状態の予防」の

紹介で老人福祉センターのディスコ講座

を受講しているというニュースもありま

した。日立市でもこのような取組があっ

てもよいと思う。 

取組に当たっては、年齢や性別、障害の有無に

関わらず誰もがスポーツに取り組むことができき

るように、ユニバーサルスポーツ等の推進の取組

を推進します。 

73 最近は、高齢者ふれあいサロン（高齢

福祉課事業）の会場にも足が動かないと

いう方、又はいきいきサロンに参加した

くないと言う人もいるようです。出前で

ダンス等の実施も面白いかもしれませ

ん。マイクロバスや移動ステージ、空き

家を利用したダンス披露（の機会）もあ

るとよいかもしれません。ダンス（スポ

ーツに限らず）ミニ文化祭等も実施する

ものよいかもしれません。 

P27の「No２ 関係団体との連携によるユニバ

ーサルスポーツ等の推進」の中で高齢者関係の事

業を通したスポーツ・レクリエーションの取組を

推進します。 

74 

 

P27のNo１「プレゴールデンエイジの育

成」について、モデル事業の実施は大変素

晴らしいと思いますが、まず人（子供）が

いなければ始まらないと思います。日立

市は人口が毎年減少しており、出生者も

減少し、高齢化が進んでおります。人口増

加（維持）を図ることが大事と思われま

す。 

プレゴールデンエイジの育成を始めとした子ど

もたちのスポーツ環境を整備することは、本市の

子育て環境向上にもつながります。本市が目指す

「教育は日立市で」「子育ては日立市で」の実現

に向け取り組むことによって人口減少対策にもつ

ながるものと考えます。 

75 子どもがスポーツをするきっかけづく

りになるイベントの開催があるとよいと

思う。ひたちナビアプリなどに小学校が

配布しているイベントのお知らせなども

掲載していただけるとよいのではない

か。 

子ども等、参加型のスポーツ・レクリエーショ

ン事業（ぷら・スポフェスタ等）」を実施すると

ともに、P27の「No１ プレゴールデンエイジの育

成」、P28の「No３ 地域スポーツクラブと連携し

た身近なスポーツの推進」等を推進します。ま

た、P49の「No35 ホームページ・広報誌等を通

じたスポーツ情報の発信」の中で、ひたちナビの

活用を含め取り組みます。 



№ 意見の概要 回 答 

76 P35の「No17 ラジオ体操の普及」につ

いて、日立市の上空は、定期的に飛行機が

通過します。毎朝のラジオ体操を上空か

ら撮ってもらうと市民が一致して、健康

づくりに邁進している姿があって、面白

いかもしれません。（ギネスになるかもし

れません。） 

ラジオ体操のまち・ひたちＰＲするため、日立

市長杯ラジオ体操コンクールを始め様々な取組を

推進します。 

77 P18の計画策定の「視点４ ひたちらし

さ」の「企業スポーツとの連携、地域人材

の確保」は、指導によって関わることが増

えれば、観る人も増える。教える側の企業

チームのプラスにもなる。 

頂いた御意見の趣旨を踏まえ、企業スポーツが

盛んな日立市の特徴を活かすため、P38の「No20 企

業スポーツとの連携、地域人材の確保」の中で地元

企業運動部と市民の交流機会の創出に取り組みま

す。 

78 「スポーツ合宿の誘致促進」について

大学の体育会系の合宿誘致等もより進め

てほしい。大学生の第二のふるさととし

て、心に残りやすいと聞いたことがある。 

 

スポーツを通じて日立の魅力に触れ、スポーツ

以外でも日立に興味を持って頂く機会とすること

も目的の一つであることから、頂いた御意見の趣

旨を踏まえ、P45の「No29スポーツツーリズムの推

進」の取組の中で大学等の運動部・サークルの定期

的な合宿誘致について検討していきます。 

79 スポーツを楽しむ環境づくりの中で、

子供たちが地域の広場や公園などで遊ぶ

場合、あまりにも制限が多く自由にのび

のびとスポーツを楽しむことができな

い。ケガなどのリスクを恐れすぎて、規制

が多すぎるのではないか。 

様々なスポーツを行う上で、安全確保のため、一

定の制限は必要であると考えています。P51の

「No38 グラウンド芝生化の推進」やP54の「No43 

若者が集い交流を図ることができる施設整備の検

討」により、ニーズに合わせて安全で安心な施設整

備を推進します。 

80 P42の「No27 部活動の段階的な地域移

行」について、本市の具体的な移行内容を

明確にし、地域における人材バンクの設

置を市報やポスターで伝えることが必要

ではないか。 

「No27 部活動の段階的な地域移行」の内容記

載のとおり、日立市を３ブロック（北部・中部・南

部）に分け、１ブロックごとに１種目当たり１団体

を目安に部活動の地域移行を推進していくことと

しています。現状は、一部地域で地域のスポーツク

ラブに休日の部活動を担っていただく実証的事業

を実施しています。 

また、休日の部活動の地域移行のスケジュール

や、「茨城県地域クラブ活動人材バンク」の情報を

本市ホームページに掲載することを検討します。 



№ 意見の概要 回 答 

81 P50の「Ⅳ スポーツ施設の多様な整

備」について、ウォーキングコースの整備

をお願いします。森、海、街、平地のコー

ス。現在あるものを整備し、ファミリーか

ら年配の方まで安全に使えるようにし、

広めてほしい。特に池の川さくらアリー

ナ～テニスコート上の駐車場～池の川弁

天公園など。夏は木陰のコースがあると

よいです。 

ウォーキングコースの整備については、P55の

「No45 超高齢社会に対応したやさしく使いやす

い施設の整備」として推進します。 

また、スポーツ施設以外でも身近な場所でウォ

ーキングに取り組むため、「いばらきヘルスロー

ド」についても推進していきます。 

82 P56の「No46 市民運動公園野球場の再

整備」について、老朽化は再整備すべきで

すが、何かを大きく変えず、早く使えるよ

うにしてほしい。市内で高校野球の応援

ができないと思うと悲しい。 

「No46 市民運動公園野球場の再整備」の目的

の中で、老朽化した野球場をユニバーサルデザイ

ンに対応した施設としてすべての人が利用しやす

く整備することを明確にしました。なお、現行の野

球場のスタンドは建設から50年が経過し老朽化が

著しいこと、更衣室や女子選手用のトイレ、観覧席

等のバリアフリー設備等の整備の必要性から大規

模な改修が必要になっています。 83 「No46 市民運動公園野球場の再整

備」について、プロ野球もできるようにと

いう改修は、その改修期間、市民の大会が

開催できなくなる。プロが来るよりも大

きな損失だと考える。高校生、中学生、そ

の年代でしかできないことを奪う。プロ

は来なくてもよい。住民がプレーできる

ことを最優先に改修計画で行ってほし

い。 

84 「スポーツを通じた地域の活性化」を

施策の柱Ⅲとしてあげているが（P43）、

「スポーツを通じたにぎわいづくり」と

「スポーツに関する情報提供の充実」で

十分なのか。多くの地域に住んでいる高

齢者を対象とした具体策はないのか。 

高齢者を対象とした取組は、各施策に位置付け

ており、様々な取組を展開する計画となっていま

す。また、取組の内容が伝わるよう様々な視点から

情報を発信していくことを検討していきます。 

85 池の川さくらアリーナでのバスケット

ボールの試合の盛り上がりを感じます。

野球場の再整備でプロ野球等の誘致がで

きればまちおこしになると思います。周

辺道路の渋滞問題、観客のマナーの問題

等の対策も同時に必要かと思います。 

プロスポーツ等を活用しながら、スポーツを通

じたにぎわいづくりを推進するとともに、「する」

「みる」「ささえる」の様々な視点からのスポーツ

振興を図るための取組を推進します。 

また、周辺道路の渋滞問題については、P56の

「No47 市民運動公園施設の利用環境の向上」の

中で検討していきます。 



№ 意見の概要 回 答 

86 池の川さくらアリーナのトレーニング

室の拡充と空気清浄機の設置をしてほし

い。 

トレーニング室の拡充については、民間のトレ

ーニングジムの整備状況等も踏まえながら、P56 

の「No47 運動公園施設の利用環境の向上」の中で

検討していきます。 

なお、空気清浄機の設置については、P53の「No41 

空調換気設備の設置等利用環境の向上」の中で、ト

レーニング室に限らずその必要性を検討していき

ます。 

87 全体的にプロやトップを意識しすぎて

いると感じます。誰もがどんな人も体を

動かすことが可能な環境づくりが重要で

す。 

プロやトップレベルスポーツの誘致のみではな

く、プロやトップレベルのスポーツチームと連携

したイベントや指導者の育成、情報の発信等によ

り、市民がスポーツに興味をもち、誰もがスポーツ

に親しむことのできる環境の整備を推進します。 

88 計画の素案に記載されている内容はも

っともなことばかりであり、ぜひ実行し

ていただきたい。 

頂いた御意見を踏まえながら、スポーツ振興施

策を推進します。 

89 本計画の意見聴取について、閲覧する

環境が悪く、市民から意見を聞く姿勢が

と思えなかった。 

今後の計画策定においての参考とさせていただ

きます。 

90 これまでの計画の成果をマトリックス

にすると計画の改善点が見えるのではな

いか。 

計画の評価については、「教育に関する事務の管

理及び執行の状況の点検及び評価」を活用しなが

ら、より効果的な施策を推進していきます。 

また、評価手法にマトリックスを用いることに

ついては、今後研究・検討を進めてまいります。 

91 ４つの視点について、これまでの事業

を強化するものなのか、新たな対応なの

かを明確にすれば、計画のポイントが分

かりやすくなるのではないか。 

構成編集の調整により、当該頁の記載内容を修

正します。 



№ 意見の概要 回 答 

92 用語の解説が必要ではないか。 

 

頂いた御意見の趣旨を踏まえ、用語の解説を追

加します。 

93 P22の「推進体系図」でこれからの取組

の全体像が見えるが、どうなればゴール

になるのかが分かった方がよいのではな

いか。 

施策の体系の主な取組ごとに、今後の施策の進

め方を示すための「方向性」を示しており、今後５

年間は、この方向性を踏まえて各取組を推進して

まいります。 

以 上 


